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１．研究計画の概要 
 ユーラシア大陸は、大小様々の数 10 の小
大陸が集合して形成された“超大陸”であり、
東アジアでは5ないし6つの大陸ブロック（過
去の小大陸）が識別されている。従来、中・
古生代において、シベリアと北中国の間には
大洋が存在したと推定されており、その大洋
（“モンゴル-オホーツク海”）の閉鎖プロ
セスは、ユーラシア大陸形成論上、極めて重
要である。しかし、一方、シベリアと北中国
の間の地域の調査は極めて不十分であり、“モ
ンゴル-オホーツク海”の存在を示唆する地
質学的証拠はこれまで発見されていなかった。
大洋が縮小・閉鎖する際には、大陸縁におい
て海洋プレートが大陸の下に沈み込み、その
痕跡は付加体として残される。したがって、
“モンゴル-オホーツク海”の存在を立証す
る上では、「シベリアと北中国の間に付加体
が存在するのかどうか？」が一つの鍵となる。
申請者らはこれまで、上記の観点よりモンゴ
ル中央部のハンガイ–ヘンテイ帯の調査を行
ってきた。同帯は従来、デボン〜石炭紀の浅
海成陸棚層と考えられていたが、調査の結果、
「ハンガイ–ヘンテイ帯の少なくとも一部は
付加体である」ことが明らかとなり、現在、
“モンゴル-オホーツク海”の存在が立証さ
れつつある。また申請者らの予察的研究によ
ると、ハンガイ–ヘンテイ帯に分布する玄武
岩の化学組成は、この“モンゴル-オホーツ
ク海”がスーパープリューム活動によって形
成された可能性を強く示唆する。このことは、
“モンゴル-オホーツク海”成因論に関して
だけではなく、古生代における全地球テクト
ニクスを考える上でも極めて重要である。本
研究では、これまでの研究をさらに進め、“モ
ンゴル-オホーツク海”の実体と、その形成
‐閉鎖史の解明を目指す。 
 

２．研究の進捗状況 
 ウランバートル周辺に広く分布する石炭系
整然層（オリゴッチ層、アルタンオボー層）
について，その分布域の南部約三分の一が付
加体のゴルヒ層に帰属する可能性が高いこと
が明らかとなった．またその層序についても
、従来オリゴッチ層の下位層と考えられてい
たアルタンオボー層が，実はオリゴッチ層の
上位層であることが明らかとなった．このこ
とは，両者（付加体と整然層）関係を考える
上で重要な事実である．さらに詳細な層序解
析と岩石の薄片観察を行ったところ，オリゴ
ッチ層堆積時に後背地で起こっていた珪長質
火山活動が，アルタンオボー層堆積時には終
息し，後背地の環境に大きな変化があったこ
とが判明した．このことはアルタンオボー層
堆積時に大陸前縁での海洋プレートの沈み込
みが止まった（終了した？）可能性を示唆し
，“モンゴル-オホーツク海”の閉鎖史を考え
る上で非常に興味深い． 
 また，ハンガイ・ヘンテイ帯の付加体の構
造解析を行ったところ，従来別の地質体と考
えられていたウランバートル・ハラホリン両
テレーンは一連のものであり，後者は前者の
西方延長の地質体であることが明らかとなっ
た．このことはモンゴル中央部に分布する付
加体が従来考えられていたものより遙かに大
きいことを意味し，“モンゴル-オホーツク
海”の規模を推定する上で非常に重要なデー
タである．また，この付加体中の玄武岩の化
学組成を分析したところ，ポリネシア型 OIB
であることが判明した． 
 ハンガイ・ヘンテイ帯の付加体に発達する
脆性〜延性剪断帯の構造解析を行ったところ，
ハンガイ・ヘンテイ帯の剪断帯は以下の３つ
に区分できることが明らかとなった．(1) 同
帯北部の top-to the North センスの剪断帯．低
角〜ほぼ水平の面構造を持ち，434 と 462 Ma
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のシンテクトニックな深成岩類に貫入されて
いる.  また剪断帯には，277Ma の花崗岩礫
が含まれる．この事実は，この剪断帯は，少
なくともシルル紀以前とペルム紀以降の 2回
の剪断運動を経ていることを示唆する． (2) 

同帯北部の NE トレンド・右横ズレ剪断帯．
(3) 同帯南部の NE トレンドの左横ずれ剪断
帯．この剪断帯は 314 と 278Ma の花崗岩類
に貫入されており，剪断帯（1）によって切
られている．このことより，同帯では以下の
ような地史が考えられる．【シルル紀】 top-to 
the North センスの運動が大陸縁（ハラア層群）
に沿っておこった．【デボン紀〜石炭紀？】
大陸下に海洋プレートが沈み込み，付加活動
が継続した．【後期石炭紀】 左横ズレ運動が
付加体（ハンガイ・ヘンテイ帯）の南縁に沿
っておこった．【ペルム紀以降】top-to the North 
センスの剪断運動が付加体北縁に沿っておこ
り，上記の左横ずれ剪断帯を切った．結果と
して，ハラホリン断層に沿った「ウランバー
トルテレーンとツェツェルレグテレーンの重
複」がおこった． 
３．現在までの達成度 
 モンゴルオホーツク海の閉鎖過程について
は概ね解明のめどがついたが、形成過程につ
いては今後更なる検討を要する。したがって、
６〜７割の達成度と判断し②おおむね順調に
進展している。 
４．今後の研究の推進方策 
 今後、構造地質学的手法を駆使し、ハンガ
イ-ヘンテイ帯の形成過程についてさらに検
討を行う。またモンゴルオホーツク海の形成
過程について考察するべく、ハンガイ-ヘン
テイ帯の玄武岩について広域的に試料採取を
行い、当時の海洋テクトニックセッティング
やマントル内の物質移動について岩石化学的
側面からアプローチを試みる。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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